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Abstract
　Deep-sea corals have characteristics different from zooxanthellate corals, which possess zooxanthellae in 
their tissue and occur mainly in warm tropical shallow marine environment. Deep-sea corals grow without 
zooxanthellae and light and feed on zooplankton and/or sinking particulate matter. They also make carbonate 
skeleton like zooxanthellate corals. The fossil deep-sea corals attract attention as the archives for past deep-sea 
environment from the paleoceanographers. The deep-sea corals require high biological activity at the sea surface, 
strong current and exposed rock for the growth environment. However, the distribution of deep-sea coral is 
difficult to figure out. Recently R/V Hakuho-Maru cruise reveal that they grow around the Conrad Rise, Indian 
Sector of the Southern Ocean. In this article, we report that occurrence and distribution of the deep-sea corals 
around the Conrad Rise and the future outlook for the research of deep-sea coral.
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1．KH-20-1航海概要

2020年1月21日から2月16日の期間に行われた白鳳丸KH-20-1次航海は、南大洋インド洋区を対象と
して実施された。この航海は、2019年度から3年間の長期航海計画の１つとして採択された航海で
あり、以下の7項目の目的があった：1. ケープダンレー底層水を起点とした熱塩循環と物質循環の解
明、2. ケープダンレー底層水の変動の復元、3. 第四紀の南極周極流と南大洋での海洋フロントの移動
史の復元、4. コンラッドライズの形成過程の解明、5. ディープ・トゥ磁力計を用いた気候と中央海嶺
での火成活動の相互作用の解明、6. アルゴフロートを用いた南大洋のモニタリング調査、7. サーミス
タ温度センサーを用いた底層水の混合の解明。航海中には、3つの係留系の回収、5地点での堆積物コ

名古屋大学 年代測定研究 4，48−52（2020）

48   49      



アの採取、2回のドレッジ、19キャストのCTD、19回のネットサンプリング、1回のディープ・トゥを
用いた調査、 航走中の地球物理調査（マルチビーム）、プロトン磁力計による磁力の計測、船上での3
成分磁力計、重力計、サブボトムプロファイラを用いた計測が実施された (Ohshima, 2020)。

悪天候に数回見舞われ、ケープタウンからの出航の遅れや、当初観測を予定していたコンラッドラ
イズに接近できないなどの問題があり、いわゆる暴風圏を避けて予定より早めに南下することとなっ
た。採取地点の変更があったが、コンラッドライズ西部の小海山でドレッジを行い、南極大陸沖で東
経36度から70度まで幅広く海水試料を採取することができた。

図1　KH-20-1の航跡と観測地点（Ohshima, 2020）
黄色：CTD/RMS, 緑：堆積物コア, 青：ドレッジ, ピンク：係留系, 白：アルゴフロート, 薄緑：ディープ・トゥ

2．KH-20-1で採取された深海サンゴ試料
本航海では、長方形の口枠に鎖を袋状に繋げた構造のAORI-typeのドレッジに、内部に更に目の細

かい漁網をつけて使用した。コンラッドライズを構成するオビ海山西方の小海山で実施されたKH-20-
1 D1では、漁網をつけたことで、より小さい岩石片や深海サンゴ試料を大量に獲得することができた 
(Ohshima, 2020)。採取された深海サンゴは、これまでコンラッドライズを構成する海山・小海山から
採取された深海サンゴ試料と同じ八放サンゴ類であるトクササンゴの仲間が最も多かった。これらの
試料には、骨軸の表面が軟体部に覆われた生体や（写真1）、骨軸が溶解し表面に鉄-マンガン酸化物が
付着したものなどがあった（写真2）。このほか、直径１cm程度の単体性イシサンゴDeltocyathus sp.な
どが数個体採取された。古海洋研究でよく用いられている単体性イシサンゴのDesmophyllum dianthus
などは、今回の採取試料には確認されなかった。

3．深海サンゴ試料を用いた既存研究と今後の戦略
深海サンゴを用いた古海洋研究は、汎世界的に分布するアラゴナイト骨格を形成するイシサンゴ類

（e.g. Desmophyllum dianthus, Caryophyllia spp.）を中心に研究が行われている。これらの中でも単体サ
ンゴは、成長速度が比較的速く、生育期間が短い（数百年程度）という特徴がある (Cheng et al., 2000)。
このため、サブサンプリングの際に部位による年代差を考慮しなくて良いという利点がある。一方で、
本研究で対象としているトクササンゴの仲間は成長速度が遅く、生育期間が長い（数百～1000年）と
いう特徴がある (Farmer et al., 2015)。年輪状に肥大成長するため、1個体でカバーできる年代幅が大き
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写真1　KH-20-1D1-C005
トクササンゴ類の生体

写真2　KH-20-1D1-C011a
トクササンゴ類の骨軸

いという利点がある。
深海サンゴは、暖かい海に生息する有藻性サンゴとは異なり、酸素同位体比は成長速度などのvital 

effectsを受けて変化してしまうことが知られている (Robinson et al., 2014)。そのため、vital effectsの影
響を受けない元素としてネオジム（Nd）や鉛（Pb）が古海洋プロキシとして活用されている。海水中
の溶存Ndは滞留時間が1000年程度と見積もられており、熱塩循環の中で均質にならないため、Nd同
位体比は水塊トレーサーとして用いられている。海水中の溶存Pbは、人為起源のPbの影響を受けてお
り、そのPb同位体比は水塊トレーサーとして用いられていないが、人間活動が始まる以前については
自然由来鉛をトレーサーとして利用することができる。海水中のPbは滞留時間が100年程度とNdと比
べて更に短いため、より地域的な風化の影響を復元できるトレーサーとして利用されている (Wilson 
et al., 2017)。深海サンゴは成長過程で周囲の海水からNdやPbを骨格に不純物として取り込むため、骨
格のNd、Pbの同位体比分析から過去の底層水塊の起源や、大陸の風化量の変遷を復元することができ
る (van de Flierdt et al., 2010; Wilson et al., 2017)。また、深海サンゴの放射性炭素年代も周囲の海水の年
齢を示すプロキシとして活用されており、Nd同位体比と組み合わせることで高時間解像度の底層水の
変遷を復元した研究例もある (Montero-Serrano et al., 2013)。このような実績があることから、深海サ
ンゴは複数の古海洋プロキシを利用できる試料として非常に有望である。

これまでにコンラッドライズを対象とした研究航海KH-10-7、KH-19-1、KH-20-1で採取された深
海サンゴ試料についてデータと分布を表1、図2にまとめた (Nogi, 2010; Ikehara, 2019; Ohshima, 2020)。
KH-20-1以前に採取された深海サンゴは全てトクササンゴであり、これまでNd、Pbの同位体比アーカ
イブとして利用された実績はないが、1 kg以上の大きい個体も採取されている。これらの試料を活用
し複数の古海洋プロキシを適用することによって、これまで明らかになっていなかった南大洋インド
洋区での上部周極深層水（UCDW）や下部周極深層水（LCDW）などの水塊の起源の変遷、水塊年齢の
変遷の復元に取り組む予定である。
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表1　深海サンゴサンプルリスト
各航海のクルーズレポートを参考に作成（Nogi, 2010; Ikehara, 2019; Ohshima, 2020）
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日本語要旨
深海サンゴは、温暖な浅海で褐虫藻と共生している有藻性サンゴとは異なり、褐虫藻を持たず、光

の届かない深海で動物プランクトンなどを栄養源として生きているサンゴである。深海サンゴも有藻
性サンゴと同様に炭酸塩骨格を形成するため、その化石は生育環境を記録したアーカイブ試料として、
古海洋学分野で注目されている。深海サンゴが生育する環境は, 海洋表層での生物生産が活発で、海
流が速く、固着できる岩場がある場所であると考えられているが、その分布域は把握されていない。
しかし、近年の南大洋を対象とした白鳳丸の研究航海により、深海サンゴが南大洋インド洋区コン
ラッドライズ周辺で生育していることが明らかになった。本論では、2020年1月に実施されたKH-20-1
で採取された深海サンゴと、これまでに採取された深海サンゴの産状と分布、今後の研究の展望につ
いて報告する。
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